
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 勿来第一中学校 保健室 令和５年１２月１９日発行 ＊ 

 
 今年も残すところわずかになりました。みなさんにとって、今年はどんな年でしたか？嬉しかった、

楽しかった、驚いた、悔しかった、辛かった…など、たくさんの感情があった 1 年だったのではないで

しょうか。どれもみなさんの成長の種となって、また次の 1年へと続いていきます。 

2023 年、がんばった自分を思い返して、たくさん褒めてください。 

冬休み中は、楽しいイベントや自分の好きなことをして過ごせる時間が多くなりますが、インフルエ

ンザなどの感染症が流行しています。★「手洗い・うがい・マスクの着用など感染症対策をすること」

（特に人の多い場所に行く時）★「生活リズムを崩さないように過ごすこと」には気を付けて充実した

冬休みにしてください。1 年の疲れをいやして、３学期も元気にスタートできるようにしましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 保健講座の実施について ＊ 

＊ １１月３０日（木）がん・タバコ特別授業（２年生） 

Tobacco-free ふくしま代表理事 みちや内科胃腸科理事長の齊藤道也先生を講師にお迎えしました。

がんについて正しい知識を学び、「がんについて知っているようで知らなかった」「がんを治療している

人にもなるべく普通に接するようにする」という感想がありました。今からできることとしては、生活

習慣を整える、喫煙する選択をしない等、自分の健康を自分で大切にしていこうという気持ちが、自分

だけではなく周りの大切な人の健康にもつながることが分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ １２月７日（木）薬物乱用防止教室（全校生） 

福島県薬物乱用防止指導員の薬剤師 小西健司先生を講師にお迎えしました。薬物乱用が心身に及ぼす

影響、周りの大切な人へも大きな影響を与えてしまうことの恐ろしさを感じることができました。薬物

乱用の誘惑は至るところに存在しており、誰にでも関わってしまう危険性があります。少しでも危険を

感じた時には、誤った情報に惑わされることなく、はっきり・きっぱり強い意志を持って断る、その場

から離れる勇気を持つということが必要であると確認しました。 

☆ 自分を守れるのは自分自身です。冬休み中の生活でも、学んだことを 

思い出して、自分を大切にする選択をしましょう。 

 


